
 

Race result report

Hoshino Racing Co.,Ltd.

2014年 SUPER FORMULA シリーズ 第5戦

大分県 オートポリス インターナショナル レーシングコース

（2014年9月13日～14日）



　いよいよオートポリスラウンドより後半戦へ突入するSUPER FORMULA。前戦もてぎでオリベイラがポールtoウィンで
完勝し、ポイントラインキングでトップへ浮上。ポイント差は僅差のためこのレースで再び好結果を収め、混戦のランキング
でライバルを突き放したいところです。カーティケヤンは今回のオートポリスは初走行ですが、オンボードカメラなどで学習
しレースウィークに備えました。46周で215km、ピットストップなしの戦略が大注目のスプリントレースとなりました。

JP、逆境から表彰台ゲット！

SUPER FORMULA 2014 Round 5
AUTOPOLIS Race Report  2014.9.13～14
LENOVO TEAM IMPUL No.19  J.P de Oliveira 

 No.20 Narain Karthikeyan

9/13(土)公式予選 天候：曇り コース：ドライ　気温：22℃　路面温度：27℃(Q1) →29℃(Q2)→30℃(Q3)
観客動員数:6680人

　曇り空で、気温は22℃と涼しい気候となった九州は大分県のオートポリス。午前中のフリー走行から持ち込みセットをア
ジャストしきれず、ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラとナレイン・カーティケヤンの2台とも一抹の不安を残したまま予選へ
臨むことになりました。Q1は14:40～開始となりました。まずは開始直後2台揃ってユーズドタイヤにてコースインしていき
ますが、なんとカーティケヤンがアウトラップの最終コーナーでマシンの挙動を乱してそのまま縁石に乗り上げてスポンジ
バリアへ激しくクラッシュ。弾かれてホームストレート上にストップしてしまいました。幸いカーティケヤンは自力でマシン
から降りたもののマシンを破損したためここで予選を終えました。ノータイムのため順位は付きませんでした。このクラッシ
ュによりセッションは赤旗中断。15時に残り時間17分48秒でQ1を再開しました。再びオリベイラはコースインして一旦ピッ
トへ戻ります。残り7分を切るところでコースインしアタックへ向かいました。しかし、引き続きマシンセッティングに苦しみ
1.28.302で13位に沈みますがなんとかQ2へ進出しました。Q2は15:30～7分間で行われました。オリベイラはこの予
選中にさらにセットアップを変更し、徐々に改善されていきましたが、残念ながら最終的には合わせきれずに1.27.381のタ
イムで9位。今季初Q3に進出できずQ2で脱落となってしまいました。
　

　

スタート直後、アウト側からJPがJジャンプアップしている

セットアップが決まらず？



　予選ではセットアップがうまく決まらず不振にあえぎましたが、迎えた朝のフリー走行では改善し、オリベイラは
1.29.823の5位につけました。カーティケヤンも予選でのクラッシュでマシンを破損しましたが、メカニックが徹夜で修
復を完了し無事フリー走行に出走、1.30.636のタイムで14位となりました。決勝レースは天候に恵まれ晴天。路面温度
も前日の予選に比べて高くなり、ピットストップなしの今回のレース、タイヤマネジメントが重要なファクターとなりました
。オリベイラはポイントランキングトップのためオーバーテイクボタンがリーダーズレッド。1台ピットスタートになったマシ
ンがあったので、9番グリッドからのスタートですが実質8位からレースへ臨むことに。カーティケヤンは19番グリッドから
スタートとなりました。2台とも抜群の好スタートを決めて6台抜き。オリベイラは3位へ、カーティケヤンは13位へジャン
プアップを果たします。オリベイラは3位のポジションでレースを走行しますが、2位と4位との差は燃費やタイヤマネジメ
ントの具合で終始それぞれ開いたり縮まったりの繰り返しでした。一方のカーティケヤンは11位のマシンのうしろへぴった
りとついたまま序盤から走行、しかしなかなかオーバーテイクには至らずオーバーテイクボタンを押しながらプッシュして
プレッシャーをかけ続けます。そしてついに31周目の1コーナー、相手がタイヤをロックしたところを見逃さずに11位へポ
ジションを上げます。しかし42周目、トラブルでピットインしそのままガレージへ。無念のリタイアとなりましたが、意地
は見せてくれました。最終結果は5周遅れの17位となりました。そしてオリベイラは3位を走行し続けますが、トップのマシ
ンとは差が大きく開いてしまう中、2位と4位のマシンとペース配分の我慢比べのレースに。後半燃費の面で余裕が出ると
、44周目から毎周回ごとにオーバーテイクボタンを使い少しでも差を縮めようとしますが、大きな変動はなくそのまま3位
でフィニッシュ、表彰台を獲得しました。しかし、予選での不振を帳消しにする価千金の6ポイントを加え、ポイントランキ
ングもトップをキープすることに成功しました。

　今回は今季一番悪いレースとなるところでしたが、結果的には表彰台に登れてホッとしています。持ち込みセットのレベ
ルの低さが影響してしまいました。残り2戦、今回の失敗を反省しライバルとの戦いに臨みます。

9/14(日）決勝レース 天候：晴れ　コース：ドライ 気温：26℃　路面温度：37℃
決勝レース距離　4.674km×46laps＝215.004km
観客動員数:14100人

チームインパル　ゼネラルマネージャー

金子　豊

9番グリッドで表情も曇りがち？

車両を修復し、速さを見せていたナレイン

ポイントリーダーの証、レッドオーバーテイクランプは Good！



LENOVO TEAM IMPUL 2014年シーズン ここまでの戦績
第1戦 鈴鹿 オリベイラ 予選5位 決勝7位 ／ カーティケヤン 予選2位 決勝リタイア
第2戦 富士 オリベイラ 予選PP・2位 決勝優勝・2位 ／ カーティケヤン 予選8位・8位 決勝7位・6位
第3戦 富士 オリベイラ 予選2位 決勝リタイア ／ カーティケヤン 予選11位 決勝7位
第4戦 もてぎ オリベイラ 予選PP 決勝優勝 ／ カーティケヤン 予選12位 決勝リタイア
第5戦 AP オリベイラ 予選9位 決勝3位 ／ カーティケヤン 予選19位 決勝17位

ドライバーランキング オリベイラ　1位 ／ カーティケヤン 12位 （第5戦AP終了時点）　
チームランキング　 LENOVO TEAM IMPUL 4位  （第5戦AP終了時点）　

TEAM IMPUL Next Race Information
SUPER FORMULA 第6戦 9/27(土)～9/28(日) スポーツランドSUGO(宮城県)
SUPER GT 第7戦  10/4(土)～10/5(日) チャンインターナショナルサーキット(タイ)

協賛各社様
トヨタ自動車株式会社
レノボ・ジャパン株式会社
株式会社ブリヂストン
EMGマーケティング合同会社
エンケイ株式会社
日本特殊陶業株式会社
株式会社不二WPC
タタ・モーターズ
株式会社アライヘルメット
プーマジャパン株式会社
株式会社銀座千疋屋
キーバ株式会社
株式会社ホシノインパル

順不同・敬称略

通訳の一樹と

ロッテラーと健闘を讃え合うJP



監督・ドライバーからのコメント

星野一義

No.20  ナレイン・カーティケヤン

No.19   ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ

　持ち込みセットのマシンレベルが低く、そこからセットアップを煮詰めていく
のにスピードがなかった。もう1セッションあればという感じだったが・・・。予選は
悪いところが全部出てしまったがあの逆境の中からスタートを決めたJPはさ
すがだね。菅生はしっかりやりますよ。

　満足している。スタートがすべてだと思って、集中していた。1コーナーまで
に多くのマシンをかわすことができたし、アウトからコーナリングしようとした
のもいい選択だった。スタート後はペースをキープしていった。ただ終盤、塚越
が迫ってきたのでもっとペースをあげないといけないとは思ったけど、リヤタ
イヤがちょっと厳しかった。アンドレがいいペースだったし、次はもっといいペ
ースを作れるようにレースを組み立てられればと思うよ。マシンセットアップの
失敗はきちんと反省して菅生以降に生かすようにやっていきます。

　予選で大失敗してしまいごめんなさい。レースでは車のスピードはあったが
オーバーテイクはなかなか大変なコースでした。終盤トラブルがあってピット
に入った。次頑張ります。



SF RESULT: 決勝結果 天候：晴れ　コース：ドライ 気温：26℃　路面温度：37℃
決勝レース距離　4.674km×46laps＝215.004km　観客動員数:14100人



SF RESULT: 公式予選結果 天候：曇り コース：ドライ　気温：22℃
路面温度：27℃(Q1) →29℃(Q2)→30℃(Q3)　観客動員数:6680人



SF RANKING


